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陸奥湾に生息するホクテガイの穀ljZ:は､以前よD､多毛環虫 Polydoraciliata(Jolmston) の穿孔

が認められていたがp,昭和 43年の冬平内町東部の漁場に放流 したホタテガイに､P.ciliataの穿孔に

よる穀の崩壊やへい死を伴う被害が現われ問題となった｡ これらの被害に対処するため､今年 9月から

陸奥湾内の P.ciliata による被害の実態とその生態を中心に調査を進めた0

1 被 害 実 態 調 査 ＼

調 査 方 法

調査月日;昭和 43年 11月19- 1-2月20月､昭和 44年 1月25日 (奥内)

調査場所 ;陸奥湾のホタテガイ漁場 7ヶ所 (川内町､横浜町､野辺地町､平内町′再象 浦臥 青森市造

道､後潟)と垂下養殖場として青森市奥内 (第 1､第 2図参照)

第 1図 調 査 地 先 名･# 赤星 静雄 :現在 sANTOS.EST.SP.BRAS=L





結 果

o調査の結果を第 1表に示 した｡

o裸や砂地が多困 "内､横浜､野辺地､浦田地区は比較的 P.ciliataの被害が小さく穿孔数も少な

いが､砂泥や泥場である小湊､造道､後潟地区は穿孔数が多く被害も大であった｡

第 1表 P.ciliata の穿孔による被害状況
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○ 垂下養殖月は､地蒔月とくらべて穿孔数は非常に少なく被害は無かった｡左殻だけで浸 く右穀にも

つくのが特色である｡

○ どの地区も月の年令が増すにつれ､被害､穿孔数とも増えた｡

o被害の違いによって成長や肥満度に明らかな差はみられなかった｡

O殻面上に大きさの異るP.ciliata が輪をつくるように群集 し､若い小さな虫が外縁に多かった｡

被害の主要を占めるのは若年時に着生 し､成長して大型虫となって月柱の位置にあるP.ciliata

であった｡

2 生 態 調 査

p.ciliata の着生穿孔と章境について

調 査 方 法

調査月日;昭和 43年 9月18- 9月24日 (小湊､清水川､造道)

U 11月 19-20日 (′｣､湊)

調査場所 ;第2図参照

･｣､ 湊､ 9月12点､ 11月18点

清水川､ 9月20点

造 道､ 9月3点､ 11月6点

方 法 ;ホクテガイは当センターの白鳥丸

で桁網を使い採取 し､P.ciliata

の大きさ別の穿孔程度を観察した｡

p.ciliata の穿孔基準は次のとおb

穿孔基準.0 1 2

3大 型 虫 01--50 51-20

0 201以上小 型 虫 0 1-60 61-400 401以上

底質は田村式 (9月)丸川式､ ロー ト式 (11月)採泥

器で採取 しフルイで分析した｡P.ciliataはメントールで麻酔しピ

ンセ

ットで殻よb摘出した｡結 果小湊地区 ;P.ci

liataの着生は全調査点で認められ

た.弁慶内沖 10- 20TTL 第 3図 105IL以下の粒子の含有率付近はP.cili

ataの成長がよく､また白砂沖､安井崎沖の裸地では着生数が少なかった(表1参鼎)0 10



清水川地区 ;狩場沢沖は今年冬被害の報告

された場所であったが､操業後

の調査であった為､充分を試料

は採れなかった.清水川沖は､ 勢

裸地が多く､ P.ciliataの着生

は小湊にくらべ少をかった.

造道地区 ;すべて 1年月で大型虫の着生は

をく､全部小型虫であった｡

次にP.ciliataの生息環境として､ 3､

4年月を使い底質と､着生数の関係をみる

と第4図の結果を得た｡ 105FE以下の含

有率が 10庵に近づくと穿孔数が威少する

傾向があった｡着生穿孔の限界については

10%以下の底質が採取されなかったので

明らかで夜い｡ しかし13%を越えると､

P.ciliataには充分を生活環境であるとい

える｡
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第4図 泥の含有率と穿孔数の関係

● :大型虫の着生基準の平均値

○:小型虫の 〝 〝

番号:小湊地区 9月の調査点番号

㊨ :′J､湊地区 11月調査の被害度の平均値

清 :清 水 川

生活環境を知るもう1つの試みとして､′｣､湊地区 11月調査の18点のうち 15点と造道 6点から2

-3.5K9の泥を採取し､その中から肉眼でP.ciliataをさが したがみつからなかった.他のPolychaeヽ

taは 16- 82匹の範囲でみつかった｡

次に3地区のP.ciliataの着生穿孔数を虫体の大きさ別に分類した結果とその時のP.ciliataの体節

数組成を第5.6図に示した.

′卜 湊 地 色

大型も ′lヽ型虫

0123 . I.

..

.1
F
,1'-..I
l
ltJfT,
[

oo

田

0

50

0

清水IlI稚邑 産 直 ませ庄

大型 虫 ノト型 虫 大聖



30 40 50 60 冗) 80 (P looIIO I20

I30体 節 数

第 6図 P.ciliataの体節数組成と抱

卵虫の分布清水川地亘の4年月IKよる｡ (昭43.9.) 大型虫は年

を経るVC庇い多くなった. 1

年月にはどの地区にも大型虫の穿

孔は夜かった｡小型虫の穿孔数は大型虫と

くらべて非常に多かった｡P.ciliataの生活史調査について生活史を知る目的で 1

1月から毎月1回､弁慶内､浅所､造道の3カ所からホタテガイを採捕 し､その憩に穿孔しているP.ciliataの

体

節数組成､抱卵虫の数を調べたが､その結果は昭和44年度の報告書に周年の調査結果を待ってのせる予定である｡ 43年度で明らかになった点は 1月～ 2月にかけて新たを着生群が

現われたことである｡考 察P.ciliataの着生穿孔は座奥湾全休に認められた

が､その被害は初めの予想に反し､ホタテガイの成長量には差はみられなか った｡今後､もっと精密を調査が必要と思わ

れる｡ホクテガイの穀面上に穿




